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【FdData入試理科 3年】                   Home [http://www.fdtext.com/dan/ ] 

【】食物連鎖 
【】生産者・消費者・食物連鎖 
[問題] 
 次の問いに答えなさい。 
(1) 動物が消費者とよばれるのに対して，有機物をつくる植物は何とよばれるか，その
名称を書きなさい。(三重県) 

(2) 自然の中で生活している生物は，食べる・食べられるという関係にある。このよう
な関係での生物どうしのつながりを何というか。最も適当なことばを書きなさい。

(千葉県)(富山県)(静岡県)(和歌山県)(山口県)(埼玉県) 
[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) 生産者 (2) 食物連鎖 
[解説] 
図の D は植物を表し

ている。植物は光合成
こうごうせい

のはたらきによって，

太陽の光のエネルギ

ーを化学エネルギー

に変えて，デンプンな

どの有機物
ゆ う き ぶ つ

をつくる。緑 色
りょくしょく

植物は，この有機物を呼吸
こきゅう

によって分解し，たくわえた化

学エネルギーを取り出して活動のエネルギーを得ている。太陽の光のエネルギーを化学

エネルギーに変えて有機物をつくり出す緑色植物は生産者
せいさんしゃ

とよばれている。 
Cの草食

そうしょく

動物は，植物を食べることで，植物のつくりだしたデンプン・タンパク質など

の有機物を取り込み，その有機物を酸素によって分解する呼吸のはたらきで，有機物の

中にたくわえられた化学エネルギーを取り出して活動のために必要なエネルギーを得

ている。Bの小型肉食動物は草食動物を食べることで有機物をとりこみ，また，Aの大
型肉食動物は小型肉食動物などを食べることで有機物を得ている。このように，植物が

つくりだした有機物が，植物→草食動物→小型肉食動物→大型肉食動物 と次々にうつ

っていく。このような食べる食べられるという関係を食物
しょくもつ

連鎖
れ ん さ

という。 
小食動物・小型肉食動物・大型肉食動物などの動物は，植物がつくりだした有機物を直

接・間接に取り入れて，活動に必要なエネルギーを得ているが，自分自身では有機物を

つくり出すことができず，有機物を消費するだけなので，消費者
しょうひしゃ

とよばれる。 
 

http://www.fdtext.com/dan/
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[問題] 
 草地で観察した植物，バッタ，カエルは，右図のピラミッドのどこに

あてはまるか，それぞれ A～Cの記号で答えなさい。 
(北海道) 
[解答欄] 

植物： バッタ： カエル： 

[解答]植物：C／バッタ：B／カエル：A 
[解説] 
Cは生産者である緑色植物，Bは草食動物(バッタ)，Aは肉食動物(カエル)を表している。 
 
 
[問題] 
 植物，草食動物，肉食動物は，自然界の生物どうしのつながりの中で，生産者と消費

者に分けられる。その分け方として正しいものを，次のア～エから一つ選び，その記号

を書け。 
ア 生産者：植物，草食動物  消費者：肉食動物 
イ 生産者：植物  消費者：草食動物，肉食動物 
ウ 生産者：草食動物，肉食動物  消費者：植物 
エ 生産者：肉食動物  消費者：植物，草食動物 

(高知県) 
[解答欄] 

 

[解答]イ 
 
 
[問題] 
 生産者とよばれる生物を次の[  ]の中からすべて選びなさい。 

[アオミドロ アメーバ ミジンコ メダカ ミカヅキモ] 
(富山県) 
[解答欄] 

 

[解答]アオミドロ，ミカヅキモ 
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[問題] 
 次のうち，巻き貝は何と呼ばれるか。1つ選びなさい。 

[分解者 生産者 消費者] 
(滋賀県) 
[解答欄] 

 

[解答]消費者 
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【】食物連鎖の例 
[問題] 
 次の図は，トウモロコシ，ワシ，ヘビ，ネズミの食物連鎖を示そうとしたものである。

図中の①～④の(  )内には，これらの生物のうちのいずれかが一つずつ入り，矢印は
食べられるものから食べるものへの向きを示している。③にあてはまる生物として最も

適当なものはどれか。その名称を書け。 
 
 
 
 
(香川県) 
[解答欄] 

 

[解答]ヘビ 
[解説] 
①は生産者であるトウモロコシ，②はトウモロコシを食べる草食動物のネズミ，③はネ

ズミを食べる小型肉食動物のヘビ，④はヘビやネズミを食べる大型肉食動物のワシ。 
 
 
[問題] 
 田んぼで見かけた生物の食物連鎖を表した図として最も適切なものを，次のア～エか

ら 1つ選び，記号で答えなさい。ただし，矢印の関係は，「食べられる生物→食べる生
物」とします。 
 
 
 
(宮城県) 
[解答欄] 

 

[解答]ア 
[解説] 
バッタは草食動物でイネを食べる。クモは肉食動物でバッタを食べる。カエルは肉食動

物でクモやバッタを食べる。 
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[問題] 
 次のア～オの中で，食べる・食べられるという関係にあるものはどれか。1 つ選びな
さい。 
ア カエルとススキ  イ カブトムシとトンボ  ウ ウサギとニワトリ 
  エ タカとネズミ   オ ヘビとハコベ 
(福島県) 
[解答欄] 

 

[解答]エ 
 
 
[問題] 
 右図は，自然界における生物どうしのつながりを模式

的に表したものである。A，B，C，Dはそれぞれ生産者，
消費者(草食動物)，消費者(肉食動物)，分解者のいずれか
であり，矢印は有機物の流れを示している。また，生産

者，消費者(草食動物)，消費者(肉食動物)の間には，食べ
る･食べられるの関係がある。 
 
(1) 太陽の光エネルギーを使って無機物から有機物をつくっているのは，図の A，B，

C，Dのどれか。また，そのはたらきを何というか。 
(2) 図 1の A，B，C，Dについて，「一方が他方を食べる」という関係にあるものを，
例にならってすべて書きなさい。ただし，X，Yは A，B，C，Dのいずれかである。
また，「Aが Aを食べる。」のように，同じものどうしの関係は書かないこと。 
(例) Xが Yを食べる 

(栃木県) 
[解答欄] 

(1)  (2) 

[解答](1) D，光合成 (2) Aが Dを食べる，Bが Aを食べる 
[解説] 
Dは有機物の流れを表す矢印が出ているものだけで入ってくるものがないので，生産者
である緑色植物を表している。緑色植物は太陽の光エネルギーを使って無機物から有機

物をつくる光合成
こうごうせい

を行う。A は緑色植物 D を食べる草食動物である。B は草食動物 A
を食べる肉食動物である。Cは有機物の流れを表す矢印が入ってくるだけで出ているも
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のがないので分解者である。A・B・D の排泄物
はいせつぶつ

や死がいの中の有機物は分解者 C によ
って無機物に完全に戻される。 
 
 
[問題] 
 Tさんと Sさんは，水中の生物を用いて，次の観察を行った。 
【観察 1】 水そう Aに池の水を入れ明るい窓辺に置いた。数週間後，水そう Aの水が
緑色になっていた。このときの水そう Aの水を顕微鏡で観察すると，緑色の小さな植物
がたくさん見えたが，ミジンコなどの動物は見えなかった。 
【観察 2】市販の飲料用の水が入ったペットボトルの
中に 3日間入れておいたミジンコを，顕微鏡で観察す
ると，右図のように消化管が透き通って見えた。 
【観察 3】あらたに用意した水そう Bに，観察 1で緑
色になった水そう A の水を半分移し，水そう A と並
べて明るい窓辺に置いた。次に，観察 2でペットボトルの中に 3日間入れておいたミジ
ンコを，水そう Bの中に入れた。1週間後，水そう Bではミジンコが増えており，この
ミジンコを顕微鏡で観察すると，消化管が緑色に見えた。このとき，水そう Aの水の色
は緑色のままであったが，水そう Bの水の色はうすい緑色になっていた。 
 
観察を行った後の，次の会話の①，②に当てはまる語句を書きなさい。 

Tさん：観察 3で，水そう Bの水の色がうすい緑色になっていたのは，なぜだろうね。 
Sさん：水そう Bの中にいた緑色の小さな植物を，ミジンコが( ① )からではないか
しら。なぜなら，観察 3で，ミジンコを緑色の水の中に入れておいたら，透き
通って見えていた消化管が緑色になったでしょう。 

Tさん：なるほどね。生物どうしのつながりから考えると，水そう Bの中にいた緑色の
小さな植物とミジンコの関係は，生産者と( ② )の関係ということになるよ
ね。 

Sさん：その関係が成り立っていれば，観察 3で水そう Bのミジンコが増えた理由も，
説明できるね。 

(北海道) 
[解答欄] 

① ② 

[解答]① 食べた ② 消費者 
[解説] 
水そう内の緑色の小さな植物は光合成によって有機物をつくり出す生産者である。草食
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動物であるミジンコは緑色の小さな植物を食べる消費者である。 
観察 1で水そう Aを明るい窓辺に数週間おくと緑色になるのは，水そう内の小さな緑色
の植物がさかんに光合成を行い，繁殖したためである。観察 2の市販の飲料用の水の中
にはミジンコのえさとなる緑色植物がいないため，ミジンコは何も食べることができず

消化管が透き通って見える。観察 3でミジンコを水そう Bに入れるとミジンコは水そう
内の緑色の植物を食べることができる。このときのミジンコを顕微鏡で観察すると消化

管が緑色に見えたのは，えさである緑色の植物を食べたためである。緑色の植物はミジ

ンコに食べられて個体数が減少するために，水そう Bの水の色がうすい緑色になったと
考えられる。 
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【】食物連鎖の個体数の大小 
[問題] 
 食物連鎖でつながっている植物，草食動物，肉食動物の間で自然界のつり合いが保た

れているとき，それぞれの生物の数量関係はどのようになっているか。次のア～エから

一つ選び，その記号を書け。 
ア 植物＜草食動物＜肉食動物 
イ 肉食動物＜植物＜草食動物 
ウ 肉食動物＜草食動物＜植物 
エ 草食動物＜肉食動物＜植物 

(高知県)(長崎県) 
[解答欄] 

 

[解答]ウ 
[解説] 
食べる側の生物と食べられる側の生物の数量の関係は， 
(食べられる生物)＞(食べる生物) である。したがって， 
(緑色植物)＞(草食動物)＞(小型肉食動物)＞(大型肉食動物) 
という関係が成り立つ。例えば，草原では，植物(526万 kg)
＞シマウマ 20頭(4400kg)＞ライオン 1頭(150kg)である。 
 
[問題] 
 ビーカーの中の水をとり，顕微鏡

で観察した。水の中には，ゾウリム

シ，アメーバ，植物プランクトンで

あるクロレラが見つかった。さらに

くわしく観察したところ，クロレラ

を食べているゾウリムシ，クロレラ

やゾウリムシを食べているアメーバも見つかった。ビーカーの中のゾウリムシ，アメー

バ，クロレラを数の多い順に並べたものはどれか。ア～エのうちから最も適当なものを

一つ選び，その符号を書きなさい。 
ア アメーバ，クロレラ，ゾウリムシ 
イ アメーバ，ゾウリムシ，クロレラ 
ウ クロレラ，アメーバ，ゾウリムシ 
エ クロレラ，ゾウリムシ，アメーバ 
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(千葉県) 
[解答欄] 

 

[解答]エ 
[解説] 
この中で数量が最も多いのは，生産者である植物プランクトンのクロレラである。次に

多いのは，草食動物であるゾウリムシである。ゾウリムシを食べるアメーバが最も数量

が少ない。 
 
 
[問題] 
 川の周辺や水中では，いろいろな生物が観察できました。次にあげる生物を，生物ど

うしの食べる・食べられるという関係からみたとき，最も数量が少ないものはどれです

か。 
[アユ カゲロウの幼虫 カワセミ ケイソウ] 

(宮城県) 
[解答欄] 

 

[解答]カワセミ 
[解説] 
食物連鎖の関係は，ケイソウ→カゲロウの幼虫→アユ→カワセミなので，カワセミが最
も数量が少ない。 
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【】個体数の増減 
[問題] 
 右図は，ある地域で，それらの間に成り立っている数

量関係を模式的に表したものである。図において，②消

費者(草食動物)の数量が一時的に増加した場合，その後，
①生産者と③消費者(肉食動物)に最初に起こると予想さ
れる数量の変化を正しく表している組合せはどれか。表

のア～エから選びなさい。また，①と③のそれぞれについて，そのように変化する理由

を簡潔に書きなさい。ただし，他の地域との間で動物の移動はないものとする。 
 

   ア   イ   ウ   エ 
①の数量の変化 増加する 減少する 減少する 増加する
③の数量の変化 減少する 減少する 増加する 減少する

 
(栃木県) 
[解答欄] 

 ①について： 

③について： 

[解答]ウ／①について：②に食べられる数量が増加するため／③について：③のえさの
数量が増加するため 
[解説] 
生産者①を食べる②が増加すると，食べられる数量が増加するため①は減少する。③は

えさである②が増加すると増加する。 
 
[問題] 
図は，ある地域における食うものと食われるものの数量的な

関係について模式的にまとめたものである。下層の生物ほど数

量が多いことを示しており，つり合いが一定に保たれている状

態を表している。図中の草食動物の数量が増加すると，その影

響で植物と肉食動物の数量に最初に見られる変化は，それぞれ

一般にどのようになると考えられるか，書きなさい。 
(徳島県) 
[解答欄] 

 

[解答]植物は減り，肉食動物は増える。 
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[問題] 
 右図は生物の数量関係を示したものである。Ⅱの生物を大量

に移入したため，Ⅱの生物の数量が急に増加し，いったんつり

合いがくずれたが，しばらくするともとのつり合いのとれた状

態にもどった。Ⅰ・Ⅲの生物の数量の変化を模式的に表したグ

ラフとして最も適当なものを，次のア～エから 1 つ選び記号で
答えなさい。ただし，グラフの中の▲はⅡの生物を移入した時期を表している。 
 
 
 
 
 
(沖縄県) 
[解答欄] 

 

[解答]エ 
[解説] 
Ⅱが増加すると，Ⅱに食べられる量が増えるためにⅢは一時的に減少する。Ⅱが増加す

ると，えさがふえるためにⅠは一時的に増加する。したがって，グラフはエのようにな

る。 
 
 
[問題] 
 ある地域において，生物の数量のつりあいが保たれているとき，何らかの理由により

草食動物の数量が減少したとすると，その影響で，植物と肉食動物の数量においてみら

れる最初の変化は，一般に，どのようなものか。次のア～エの中から，最も適切なもの

を 1つ選び，記号で答えなさい。 
ア 植物も肉食動物も増える。 
イ 植物も肉食動物も減る。 
ウ 植物は減り，肉食動物は増える。 
エ 植物は増え，肉食動物は減る。 

(静岡県) 
[解答欄] 
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[解答]エ 
[解説] 
草食動物が減少すると，植物は食べられる量が少なくなるために増加する。肉食動物は，

えさとなる草食動物が減少するために減少する。 
 
[問題] 
 食物連鎖の関係にある主な 4種類の生物 a～dについて，栄養のとり方などを調べ，
下の表のようにまとめた。 
 
記号 生物 
 a 植物を食べる小さな生物 
 b 体内で無機物から有機物を合成する小さな生物 
 c 動物を食べる大きな生物 
 d 動物を食べ，生物 cに食べられる大きな生物 

 
表の 4 種類の生物は，食べる･食べられるという関係でそれぞれの種の個体数のつり合
いが保たれています。ある原因で，生物 aが一時的に大量に減少した場合，他の生物 b，
c，dの個体数の増減は，その後，それぞれどのようになりますか。簡単に説明しなさい。 
(岩手県) 
[解答欄] 

 

[解答]一時的に bは増加する。また，dは減少し，それにともなって cも減少する。 
[解説] 

食物
しょくもつ

連鎖
れ ん さ

の関係は，b(緑色植物)→a(草食動物)→d(小型肉食動物)→c(大型肉食動物)であ
る。a が大量に減少すると，b は食べられる量が減少するので増加する。d はえさとな
る aが減少するので，減少する。dが減少すると，dをえさとする cも減少する。 
 
 
[問題] 
 ミカヅキモなどの小さな緑色の植物，ミジンコ，メダカを 1つの水槽で飼育し，その
水槽内では生物どうしの数量関係がつり合いを保っていた。水槽からメダカをすべて他

に移したところ，数量関係が変化し，やがてミジンコがほとんど観察されなくなった。

メダカを移した後，ミジンコの数量はどのように変化したか。 
(鹿児島県) 
[解答欄] 
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[解答]はじめ増加し，しだいに減少して死滅した。 
[解説] 
食物連鎖の関係は，ミカヅキモ(生産者)→ミジンコ(草食動物)→メダカ(肉食動物)である。

メダカを水槽
すいそう

内から取り除くと，ミジンコは自分を食べるものがいなくなるので急激に

増加する。急増したミジンコは水槽内のミカヅキモを食べ尽くすので，やがてえさがな

くなり，減少→死滅する。 
 
 
[問題] 
 右図は，生物 A，B，Cの数量関係のつり合いが保たれている状
態を表した模式図である。生物 B が下図のアのように一時的にふ
えた後，再びつり合いが保たれた状態にもどる過程の数量関係の

変化について，下図のア～エを，アを最初にして，変化する順に記号を書きなさい。 
 
 
 
 
(秋田県) 
[解答欄] 

 

[解答]ア→ウ→エ→イ 
[解説] 
まず，アのように B が増加する。B が増加すると，B に食べられる量が増えるので A
は減少し，ウのようになる。Bが増加すると，Bをえさとする Cが増加するが，Cが増
加することによって B が C に食べられる量が増えるので，B は減少に転じる。このと
きピラミッドはエのようになる。Bが減少することによって Aは食べられる量が少なく
なるので増加に転じ，イのようになる。 
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[問題] 
 ある地域での食物連鎖の生物の数量関係を

示すと，図 1のようなピラミッド形で表すこと
ができる。自然界では，ある生物が一時的に増

えることがあっても，えさ不足などによって，

やがては一定の数量にもどる。図 2のように，Bが増えた場合，どのような変化をして，
もとの状態にもどるか，最も適当なものを，次のア～エからひとつ選び，記号で答えな

さい。 
ア Aが増え，Cが減る→Aが減り，Cが増える→Bが減り，Cが増えて安定する。 
イ Aが増え，Cが減る→Bが減り，Cが増える→Aが減り，Cが増えて安定する。 
ウ Aが減り，Cが増える→Bが増え，Cが減る→Aが増え，Cが減って安定する。 
エ Aが減り，Cが減る→Bが増え，Cが減る→Aが増え，Cが増えて安定する。 

(鳥取県) 
[解答欄] 

 

[解答]イ 
 
 
[問題] 
 水そうに水田の土を入れその上にわらを切って置く。さらに小石をしき，くみ置きの

水を入れて明るい場所に放置した。数日後，水そう内にはミジンコが動き回っていた。

水そうの水を顕微鏡で観察するとミカヅキモなどの緑色の植物が見えた。図鑑で調べる

とミジンコはこれらの緑色の植物を食べることがわかった。次に，ミジンコと緑色の植

物の数量の増減を調べる実験をした。緑色の植物が入った池の水(ミジンコを取り除く)
を用意し，2 つのびんに入れた。片方にミジンコを入れ，もう片方にはミジンコを入れ
なかった。空気を送りながら明るい場所に 10日間放置すると表のようになった。 
 
日数 ミジンコを入れたびん ミジンコを入れないびん 
1 ミジンコは 10 匹だった。水の色

は,緑色だった。 
水の色は，ミジンコを入れたびんと

同じ濃さの緑色だった。 
10 ミジンコが大量に増え，1 日目よ

り水の緑色がうすくなった。 
水の色は，1日目のびんより緑色が
濃くなった。 

 
(1) 実験の結果から考えられる最も適切なことを，次のア～エから 1つ選び，記号を書
きなさい。 
ア ミジンコが増えたため緑色の植物は減った。 
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イ ミジンコが増えたため緑色の植物も増えた。 
ウ 緑色の植物が増えたためミジンコは減った。 
エ 緑色の植物が減ったためミジンコは増えた。 

(2) ミジンコが増え，水の緑色がうすくなった 10日目の
びんにメダカを 2，3匹入れたとする。右図の食物連
鎖の関係をもとに考えると，その後の生物の数量は

どのように変化するか。最も適切なものを，次のア

～エから 1つ選び，記号を書きなさい。 
ア ミジンコが増えた後，緑色の植物が減る。 
イ ミジンコが減った後，緑色の植物が減る。 
ウ ミジンコが増えた後，緑色の植物が増える。 
エ ミジンコが減った後，緑色の植物が増える。 

(長野県) 
[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) ア (2) エ 
 
 
[問題] 
 外来種の中には繁殖力が旺盛なものがあり，その地域の自然環境に影響を与えている

場合が少なくない。次の文は，その影響について述べたものである。(   )に，あて
はまる適当な語句を入れ，文を完成させなさい。 
食物連鎖の数量関係が変化し，(        )。 

(鳥取県) 
[解答欄] 

 

[解答]自然界のつり合いがくずれる 
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【】土の中の動物 
[問題] 
右図で，主に落ち葉やくさった植物を食べる

小動物はどれか。二つ選びなさい。 
(千葉県) 
[解答欄] 

 
[解答]ミミズ，ダンゴムシ 
[解説] 

 

 
[問題] 
 次のうち，ダンゴムシのように，細かくなった落ち葉を主に食べる動物として最も適

しているものはどれか。一つ選びなさい。 
[モグラ ミミズ ムカデ クモ] 

(大阪府) 
[解答欄] 

 

[解答]ミミズ 
 
[問題] 
 落ち葉の間や土の中を観察したところ，ダンゴムシやミミズなどの小動物が見つかっ

た。また，土の中の下の層ほど落ち葉が細かくなっていた。土の中の下の層ほど落ち葉

が細かくなっているのはなぜか。小動物のはたらきに着目し，簡潔に書きなさい。 
(栃木県) 
[解答欄] 
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[解答]落ち葉が小動物に食べられて細かくなるから。 
 
[問題] 
 森とグラウンドで表面の土を採取し，それぞれ新聞紙の上に広げて観察したところ，

森の土にはミミズやダンゴムシなど，落ち葉を小さくくだくはたらきをする小動物が見

つかったが，グラウンドの土では見つからなかった。このことから，森とグラウンドの

表面の土にふくまれる有機物の割合は，森の土のほうがグラウンドの土よりも①(多い／
少ない)と考えられる。このことを確かめるためには，森とグラウンドの土をよく乾燥さ
せてから同じ重さにはかりとり，それぞれじゅうぶん焼いてから土の重さを比較すると

よい。比較の結果②(重い／軽い)土のほうが多くの有機物をふくんでいたと判断できる。 
(北海道) 
[解答欄] 

① ② 

[解答]① 多い ② 軽い 
[解説] 
森の土には落ち葉などが多いため，これを食べるミミズやダンゴムシが多い。森の土に

は，落ち葉や土の中の小動物が排出
はいしゅつ

したふんなどの有機物が多く含まれている。これに

対し，グランドの土にはこのような有機物はあまり含まれていない。森の土とグランド

の土を焼くと，森の土の場合は，含まれている有機物が燃えて二酸化炭素と水になるの

で，その分軽くなる。有機物をほとんど含んでいないグランドの土は，燃やしてもそれ

ほど軽くはならない。 
 
[問題] 
 ミミズやダンゴムシは主に①(落ち葉／生きている動物)を食べるが，カエルなどには
食べられる。自然界の生物は，このような食べる・食べられるという関係でつながって

おり，一般に，このつながりは( ② )とよばれる。(②)を，食べるものから食べられる
ものへとたどっていくと，生産者である②(植物／肉食動物)にたどりつく。 
(愛媛県) 
[解答欄] 

① ② ③ 

[解答]① 落ち葉 ② 食物連鎖 ③ 植物 
[解説] 

土の中では，植物の落ち葉や枯
か

れ枝をダンゴムシ，ミミズ，トビムシ，草食性のダニが

食べる。トビムシや草食性のダニは小型の肉食性のカニムシやダニに食われ，さらに大
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型の肉食性のムカデやクモに食われ，いちばん大型の肉食性のモグラやトカゲに食われ

る，という食物
しょくもつ

連鎖
れ ん さ

が見られる。 
 
[問題] 
 ダンゴムシは，有機物である落ち葉を食べて，①(有機物／無機物)であるふんを排出
する②(生産者／消費者／分解者)である。 
(熊本県) 
[解答欄] 

① ② 

[解答]① 有機物 ② 消費者 
[解説] 
落ち葉の中には，緑色植物の光合成のはたらきによってつくられた有機物がふくまれて

いる。ダンゴムシなどの土の中の小動物は，落ち葉などの有機物
ゆ う き ぶ つ

を呼吸によって消費し

て，二酸化炭素や水などの無機物
む き ぶ つ

に変える。しかし，すべての有機物を無機物に変えて

しまうことはなく，細かくなった落ち葉やこれらの小動物の死がい・ふんなどの有機物

が残ってしまう。これらの残った有機物を，呼吸のはたらきによって完全に無機物に分

解するのは，微生物
び せ い ぶ つ

(菌類
きんるい

と細菌類
さいきんるい

)である。菌類・細菌類は生物界の分解者
ぶんかいしゃ

とよばれて

いる。ダンゴムシなどの土の中の小動物は，有機物を残すので分解者ではなく消費者
しょうひしゃ

に

分類される。 
 
 
[問題] 
食べる・食べられるの関係では，ミミズ，トビムシ，ムカデ，モグラは，それぞれど

のようになりますか。正しいものを次のア～エの中から一つ選び，その記号を書きなさ

い。 
ア ミミズ，トビムシ，ムカデ，モグラのすべてが生産者である。 
イ ミミズ，トビムシ，ムカデは生産者，モグラは消費者である。 
ウ ミミズ，トビムシは生産者，ムカデ，モグラは消費者である。 
エ ミミズ，トビムシ，ムカデ，モグラのすべてが消費者である。 

(埼玉県) 
[解答欄] 

 

[解答]エ 
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[問題] 
 雑木林から，落ち葉の混ざった土をとってきた。白いビニールシートの上にとってき

た土を広げ，その中にいたミミズやダンゴムシを肉眼で観察した。ほかの小さい生物は，

ビーカーに集めた後，ペトリ皿へ移し，ルーペを用いて詳しく観察した。次の[  ]の
うち，下線部で観察した生物として適当なものを一つ選びなさい。 

[ニュウサンキン ミジンコ トビムシ ミドリムシ] 
(愛媛県) 
[解答欄] 

 

[解答]トビムシ 
[解説] 
ニュウサンキンは細菌類である。ミジンコとミドリムシは水中の小動物である。トビム

シが土の中の小動物である。 
 
[問題] 
水で湿らせたろ紙を入れたペトリ皿に，ダンゴムシ

を 20匹と落ち葉を 10枚ほど入れた。ペトリ皿をガー
ゼでおおい毎日観察したところ，落ち葉はダンゴムシ

に食べられて，しだいに小さくなった。ペトリ皿の中

には黒っぼく丸いダンゴムシのふんが見られた。ダン

ゴムシのふんを集めて，燃焼さじにのせてガスバーナ

ーの炎にかざすと火がついた。その燃焼さじを図 1のように，乾いた集気ぴんの中に入
れた。火が消えた後，集気びんは，内側が水滴でくもり，温かくなっていた。その後，

図 2のように，集気ぴんに石灰水を入れてふたをし，集気ぴんをよくふると石灰水が白
くにごった。 
(1) ふんに含まれている物質の中で，炭水化物やタンパク質などのように，炭素を含み，
燃焼させると一般に石灰水を白くにごらせる気体と水ができる物質を総称して何

というか。書きなさい。 
(2) 集気ぴんが温かくなったのは，燃焼前にふんがもっていたあるエネルギーが変化し
たためである。燃焼前にふんがもっていたあるエネルギーとは何か。書きなさい。 

(福島県) 
[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) 有機物 (2) 化学エネルギー 
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[解説] 
ダンゴムシは消費者であり，落ち葉などを食べて生活している。ダンゴムシは分解者で

はないので，有機物を完全に無機物にすることはできない。したがって，ダンゴムシの

ふんも有機物であり，火をつけると燃えて，(ふん)＋(酸素)→(二酸化炭素)＋(水)＋(光や
熱のエネルギー) の反応をおこす。光や熱のエネルギーは有機物であるふんがもってい
た化学エネルギーが変化したものである。 
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【】分解者のはたらき 
[問題] 
 次の文の①～③に当てはまる最も適切な語を，それぞれ書きなさい。 
細菌類や菌類は，落ち葉や生物の死がいなどの( ① )物を取り込み，二酸化炭素，
水などの( ② )物に分解し，活動に必要な( ③ )をとり出している。(②)物は，再び
植物に吸収され(①)物の合成に使われる。 
(群馬県) 
[解答欄] 

① ② ③ 

[解答]① 有機 ② 無機 ③ エネルギー 
[解説] 

菌類
きんるい

(カビやキノコ)や細菌類
さいきんるい

などの微生物は，落ち葉や動物の死がい・ふんなどの有機

物を，「(有機物)＋(酸素)→(エネルギー)＋(二酸化炭素)＋(水)」という呼吸のはたらきに
よって，完全に無機物(二酸化炭素や水など)に分解する。落ち葉や動物の死がい・ふん
などが地上にたまらないのは，こうした微生物のおかげである。このようなはたらきを

するので，菌類や細菌類は分解者
ぶんかいしゃ

とよばれる。 
 
 
[問題] 
 土の中の微生物のような分解者の例としてカビやキノコがあげられる。カビやキノコ

のなかまは(   )類と呼ばれ，落ち葉などを分解したときに発生するエネルギーを利
用して生活している。 
(大阪府) 
[解答欄] 

 

[解答]菌 
 
 
[問題] 
 菌類や細菌類は，ダンゴムシなどの小動物とともに，生物の死がいやふんなどを利用

して生きている。このとき( ① )者と呼ばれるダンゴムシなどの小動物が，死がいや
ふんを小さくするのに対して，菌類や細菌類は，これらを植物にとり入れられる( ② )
機物に変えることができる。このように，無数に存在する菌類や細菌類は，自然界で物

質が循環する上で大切な役割を果たしている。 
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(長野県) 
[解答欄] 

① ② 

[解答]① 消費 ② 無 
 
[問題] 
 自然界では，有機物である落ち葉などは時間がたつとなくなってしまう。その理由を

説明しなさい。 
(滋賀県) 
[解答欄] 

 

[解答]有機物である落ち葉などは小動物に食べられたり，菌類や細菌類によって分解さ
れたりして無機物になるから。 
 
[問題] 
 木のふだとプラスチックのふだを花壇にさしておいた。その後しばらくして，それぞ

れのふだを抜き，土の中に入っていた部分を観察すると，木のふだには変化が見られた

が，プラスチックのふだには変化が見られなかった。プラスチックのふだに変化が見ら

れなかった理由について，細菌類や菌類のはたらきに着目して，簡潔に書きなさい。 
(群馬県) 
[解答欄] 

 

[解答]プラスチックは菌類や細菌類により分解されないため。 
 
[問題] 
 自然界において，菌類や細菌類は，落ち葉や動物の死がい，排出物などに含まれる炭

水化物やタンパク質などを利用し，生活に必要なエネルギーを得ている。それらの利用

される物質のうち，タンパク質は，炭素や水素，酸素，( X )などの元素で構成されて
おり，菌類や細菌類のはたらきにより，炭素は二酸化炭素などの形で，(X)はアンモニア
などの形で，空気や水，土の中に放出される。 
(香川県) 
[解答欄] 
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[解答]窒素 
[解説] 

炭水化物
たんすいかぶつ

は炭素，水素，酸素原子で構成された有機物で，タンパク質は炭素，水素，酸

素，窒素
ち っ そ

原子で構成された有機物である。分解者はこうした有機物を呼吸のはたらきで

分解して，二酸化炭素，水，窒素化合物などの無機物に戻すはたらきをしている。もし

分解者がいなければ，動物などの排出物・死がいなどの有機物が分解されないまま増加

し続け，例えば炭素は分解されない有機物の形で蓄積されて，光合成に必要な二酸化炭

素が減少していくことになる。また，タンパク質を合成するのに必要な無機の窒素化合

物もやがて不足してしまうことになる。分解者は有機物を無機物に分解することで，植

物が利用できるようにしている。 
 
 
[問題] 
 植物にとって，土の中の菌類･細菌類はどのように役立っているか，書きなさい。 
(石川県) 
[解答欄] 

 

[解答]有機物を無機物に分解することで，植物が利用できるようにしている。 
 
 
[問題] 
 菌類・細菌類について述べた文として正しいものを，次のア～エからひとつ選び，記

号で答えなさい。 
ア 菌類や細菌類は，無機物を有機物につくりかえることで，生活に必要なエネル

ギーをとり出している。 
イ 菌類や細菌類が少なくなると，炭素などからできている物質が循環しにくくな

り，生物と自然環境のつり合いが保たれにくくなる。 
ウ 菌類や細菌類によってできた無機物は，植物の成長には役立たない。 
エ 菌類や細菌類は空気中では見られるが，水中では見られない。 

(鳥取県) 
[解答欄] 

 

[解答]イ 
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[問題] 
 分解者とそのはたらきについて正しく説明している文はどれか。次のア～エから 1つ
選び記号で答えなさい。 
ア 分解者は動物の死がいやふんなどは分解しないが，植物の落ち葉や枯れ枝は分

解する。 
イ 分解者のはたらきでつくられた無機物は，ふたたび植物に養分として利用され

る。 
ウ 水中には分解者がいないので，水中の有機物は分解されない。 
エ 菌類は分解者としてはたらくが，細菌類は分解者としてはたらかない。 

(沖縄県) 
[解答欄] 

 

[解答]イ 
 
[問題] 
菌類，細菌類についての説明として正しいものを，次のア～エの中からすべて選び，

その記号を書きなさい。 
ア 菌類，細菌類のうち，カビは菌類に，キノコは細菌類に分類されている。 
イ 菌類，細菌類ともに，酸素を生産し生活しているなかまである。 
ウ 菌類，細菌類ともに，有機物を利用して生活のエネルギーを得ている。 
エ 菌類，細菌類ともに，二酸化炭素などの無機物をつくるはたらきがある。 

(埼玉県) 
[解答欄] 

 

[解答]ウ 
 
[問題] 
微生物は呼吸を行うことによって何を得ているか。書きなさい。 

(山口県) 
[解答欄] 

 

[解答]生命活動に必要なエネルギー 
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【】分解者による水の浄化 
[問題] 
生活排水などに含まれる有機物が川に流れ込むと，細菌類などの微生物が①(消化／光
合成／呼吸)により有機物を無機物に分解して，水が浄化される。細菌類などの微生物の
はたらきを活発にするためには，水中に十分な②(二酸化炭素／酸素／水素／窒素)が必
要である。下水処理場では，このようなしくみを利用して水を浄化している。 
(熊本県) 
[解答欄] 

① ② 

[解答]① 呼吸 ② 酸素 
[解説] 

下水処理場では，分解者である細菌類
さいきんるい

のはたらきを利用して，汚水
お す い

中の有機物を分解し

て無機物に戻して水の浄化
じょうか

を行っている。細菌類のはたらき(呼吸)を活性化するために
汚水中に酸素を送りこんでいる。 
 
[問題] 
 水を浄化するために，下水処理場では，菌類や細菌類のような分解者のはたらきを利

用している。分解者のどのようなはたらきを利用して，水を浄化しているか，簡潔に書

きなさい。 
(和歌山県) 
[解答欄] 

 

[解答]有機物を無機物に分解するはたらき。 
 
[問題] 
 下水処理場では，微生物のはたらきを利用して汚水を浄化している。効率よく浄化を

進めるために汚水中に供給する気体として最も適当なものはどれか，次の中から 1つ選
べ。 

[水素 酸素 窒素 アンモニア] 
(京都府) 
[解答欄] 

 

[解答]酸素 
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[問題] 
 菌類･細菌類のはたらきを環境保全に役立てている例を 1つ書きなさい。 
(石川県) 
[解答欄] 

 

[解答]下水処理場での生活排水の浄化。 
 
 
[問題] 
 川に有機物をふくんだ汚水が多量に流れ込み，水中の酸素が使いつくされてしまうと，

川の浄化力が失われてしまう。その理由を「菌類・細菌類，呼吸，有機物」の語句を使

って説明しなさい。 
(佐賀県) 
[解答欄] 
 
 

[解答]水中の酸素が使いつくされてしまうと，菌類・細菌類が呼吸ができず，有機物の
分解ができなくなるから。 
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【】分解者の種類 
[問題] 
雑木林が落ち葉でいっぱいにならないのは，落ち葉が，ミミズなどの動物のはたらき

によって小さくなり，分解者によってさらに無機物に分解されるからである。分解者と

してはたらく生物には 2つのなかまがある。この 2つのなかまを答えよ。 
(鹿児島県) 
[解答欄] 

 

[解答]菌類，細菌類 
[解説] 
分解者のはたらきをするのは菌類と細菌類である。菌類には，カビ，キノコ(マツタケや

シイタケ)のほかに，パンや酒をつくるときに用いられる酵母
こ う ぼ

がある。菌類は胞子
ほ う し

によっ

てふえ，適当な水分や有機物があれば発芽
は つ が

して菌糸
き ん し

をのばしたり，芽
め

を出してふえてい

く。細菌類には，結核
けっかく

菌
きん

・大腸
だいちょう

菌
きん

・腐敗
ふ は い

菌
きん

・コウソキン・ニュウサンキンなどがあるが，

いずれも 1個の細胞からなる単細胞生物であり，分裂によってふえる。 
 
 
[問題] 
 分解者にあたる生物を，次の中からすべて選びなさい。 

[カビ ヤゴ ニュウサンキン アオミドロ] 
(和歌山県) 
[解答欄] 

 

[解答]カビ，ニュウサンキン 
 
 
[問題] 
 次の生物のうち，分解者にあたるものはどれか，2つ選びなさい。 

[ムカデ シイタケ クヌギ アオミドロ モグラ アオカビ] 
(徳島県) 
[解答欄] 

 

[解答]シイタケ，アオカビ 
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[問題] 
 畑の土の中には，分解者である菌類や細菌類などの微生物がすんでおり，死がいや排

出物などを分解するはたらきをしている。次の中から，菌類を 2つ選び，記号で答えな
さい。 

[カビ ゾウリムシ ダニ ミミズ キノコ] 
(静岡県) 
[解答欄] 

 

[解答]カビ，キノコ 
 
 
[問題] 
 自然界で分解者としてはたらいている生物は次のどれか。 

[シイタケ ミジンコ アリ ミカヅキモ] 
(栃木県) 
[解答欄] 

 

[解答]シイタケ 
 
 
[問題] 
 食べ物がくさるのは菌類や細菌類の

はたらきである。長い間，箱の中で放

置していたミカンの表面に緑色の菌類

が生えていた。この菌類を顕微鏡で観

察した。このとき観察した菌類のスケ

ッチは，右のア～エの図のうちのどれか。1つ選んで，その記号を書け。 
(香川県) 
[解答欄] 

 

[解答]ウ 
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[問題] 
 カビ，ダンゴムシ，幼い樹木は生産者，消費者，分解者のどれに当てはまるか。それ

ぞれ答えなさい。 
(島根県) 
[解答欄] 

カビ： ダンゴムシ： 幼い樹木： 

[解答]カビ：分解者／ダンゴムシ：消費者／幼い樹木：生産者 
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【】分解者の実験①：焼いた土 
[問題] 
図 1のように，ビーカーの中で布を広げ，雑木林
からとってきた土を入れて水を注ぎ，よくかき混ぜ

て，布でこした。そのこした液を 3本の試験管 A～
Cに同量入れ，Aのみ，十分に加熱した後，室温に
なるまで冷ました。次に，A～C に同じ濃さのうす
いデンプン溶液を同量加え，ふたをし，30℃に保っ
た。3日後，図 3のように Aと Bにヨウ素液を加える
と，①Aの液は青紫色になったが，Bの液は青紫色に
ならなかった。また，Cに②試薬 Xを加え，加熱する
と，赤褐色の沈殿ができたので，糖があることが分か

った。 
 
(1) 下線部①の結果になったのはなぜか。その理由を
「分解者」，「デンプン」という二つの言葉を用

いて簡単に書け。 
(2) 下線部②の試薬 Xは何か。その試薬の名称を書け。 
(愛媛県) 
[解答欄] 

(1) 

(2) 

[解答](1) 加熱により分解者が死に，デンプンが分解されなかったから。(2) ベネジクト
液 
[解説] 

ヨウ素液はデンプンを検出するための試薬
し や く

で，デンプンがあると青紫色になる。ベネジ

クト液は糖
とう

を検出するための試薬である。糖を含んだ水溶液にベネジクト液を加えて加

熱すると，赤
せき

褐色
かっしょく

の沈殿
ちんでん

ができる。このことから，試験管 C に加えた試薬はベネジク
ト液であることがわかる。 

雑
ぞう

木林
きばやし

の土はかれ葉や動物の排出物
はいしゅつぶつ

・死がいなどの有機物を多く含むため，菌類や細菌

類などの分解者が多い。実験のように雑木林の土を水に入れて布でこしとった液の中に

は分解者が多く存在する。液の中の分解者が，加えられたデンプンを分解してしてしま

うので，試験管 Bにヨウ素液を加えてもヨウ素液は変化しない。また，デンプンの一部
は分解される途中の糖になるため，試験管 Cにベネジクト液を加えて加熱すると赤褐色
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の沈殿ができる。 
Aの試験管は加熱処理を行っているが，加熱することによって試験管内の分解者が死滅
してしまう。加えられたデンプンは分解されないまま残るので，ヨウ素液を加えると青

紫色に変化する。 
 
 
[問題] 
 身近な環境における細菌類や菌類のはたらきを調べるために，次の実験を行った。後

の問いに答えなさい。 
[実験] 
(a) 花壇から採取した土をビーカーに入れ，水を加えてよ
く混ぜ，しばらく置いた。その上ずみ液を2つに分け，
一方を煮沸処理した。 

(b) 右の図のように，同量のデンプン溶液を入れた 2つの
三角フラスコを用意した。デンプン溶液 Aには煮沸処
理した上ずみ液を加え，デンプン溶液 Bにはそのまま
の上ずみ液を加えた。その後，2つの三角フラスコにはふたをした。 

(c) 数日後，A，Bにヨウ素液を 2～3滴加えて，デンプン溶液の色の変化を観察したと
ころ，Aの色は変化したが，Bの色はそのままであった。 

 
(1) 実験(a)で，上ずみ液を煮沸処理したのはなぜか，簡潔に書きなさい。 
(2) 実験(c)の観察結果からわかる細菌類や菌類のはたらきを，簡潔に書きなさい。 
(群馬県) 
[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) 細菌類や菌類を殺すため。 (2) デンプンを分解するはたらき。 
 
[問題] 
 土の中の微生物のはたらきを調べるため，雑木林の落ち葉の

下の土を採取し，下の①～④の手順で実験を行った。この実験

に関して，次の問いに答えなさい。 
① 2本のペットボトル A，Bを用意し，Aには，採取した土 100g
を入れ，Bには，a採取した土 100gを十分に焼いて入れた。
次に，右図のように，うすいデンプン溶液 200cm3 をそれ

ぞれのペットボトルに入れ，ふたをしめて 3日間置いた。 
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② その後，ペットボトル中の二酸化炭素の濃度を測定したところ，A では，空気の濃
度より高くなっていたが，Bでは，空気中の濃度と変わらなかった。 
③ 次に，それぞれのペットボトルの中の上澄み液を，少量ずつ試験管にとり，ヨウ素

液を加えたところ，b Aの液は変化がなかったが，Bの液は青紫色に変わった。 
④ さらに，それぞれのペットボトルの中の上澄み液を，少量ずつ試験管にとり，ベネ

ジクト液を加えて加熱したところ，c Aの液は赤褐色に変化したが，Bの液は変化
がなかった。 

(1) ①で，下線部分 aについて，採取した土を十分に焼いた目的を書きなさい。 
(2) ③，④で，下線部 b，cのことから分かる Aの中のデンプンの変化を書きなさい。 
(新潟県) 
[解答欄] 

(1) 

(2) 

[解答](1) 土の中の微生物を殺すため (2) デンプンが分解されて糖ができた。 
 
 
[問題] 
学校の花壇の土をビーカーに入れ，水を加えてよくかき混ぜた。しばらく放置し，上

ずみ液をビーカーA，B に分けた。ビーカーA の液はそのままにし，ビーカーB の液は
沸とうさせて冷ましてから，それぞれにデンプン溶液を加えてかき混ぜた。アルミニウ

ムはくなどでふたをして 3日間放置し，ビーカーA，Bの液にヨウ素液を加えて反応の
ようすをみた。次の問いに答えなさい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
(1) ヨウ素反応がみられなかったのはビーカーA，B のどちらか，その記号を書きなさ
い。また，反応がみられなかった理由を書きなさい。 

(2) この実験では，ふたをしないと正確な結果が得られないことがある。ふたをする理
由を書きなさい。 
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(青森県) 
[解答欄] 

(1)  

(2) 

[解答](1) A／菌類や細菌類のはたらきによってデンプンが分解されたから。 (2) 空気
中の菌類や細菌類が液の中にはいるのを防ぐため。 
 
 
[問題] 
 林の土を使って，土の中の微生

物のはたらきを調べる実験をした。 
【実験】 
① 林の土から落ち葉や小動物を

取り除いた。ペットボトル A
には，その土 100gを入れ，ペ
ットボトル B には，その土
100g をじゅうぶん焼いた後，
さまして入れた。 
② ペットボトル A，Bのそれぞれに，ブドウ糖水溶液を 50cm3加えた。図 1のような
装置をそれぞれのペットボトルの口に取り付け，図 2のようにならべ，25～30℃で
1日間保った。 
③ それぞれのペットボトルの中の二酸化炭素の割合を，気体検知管を使って調べた。 
【結果】 

 ペットボトル A ペットボトル B 
二酸化炭素の割合[%]      4.8      0.04 

 
(1) ペットボトル A を用いた実験に対する，ペットボトル B を用いた実験のように，
調べようとすることがら以外の条件を同じにして，比較のために行う実験を何とい

うか，書きなさい。 
(2) 次の文は，この実験の結果について説明したものである。文中の(  )にあてはま
る語句は何か，書きなさい。 
二酸化炭素の割合は，ペットボトル Aの方がペットボトル Bより大きかった。そ
の理由は，ペットボトル A では土の中の生きた微生物が，(   )とよばれるはた
らきによって，ブドウ糖を分解し，二酸化炭素を発生させたからである。 

(徳島県) 
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[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) 対照実験 (2) 呼吸 
[解説] 

調べようとすることがら以外の条件を同じにして，比較のために行う実験を対照
たいしょう

実験と

いう。AとBの違いはそのままの土を使ったか，焼いた土を使ったかということである。
１つの条件だけを違えているので，2 つの実験結果の違い(A の方が二酸化炭素が多い)
はこの条件の違いによるものと結論づけることができる。すなわち，土を焼いたことに

よって，二酸化炭素が増えなかったと判断できる。土を焼いたことによって，土の中の

分解者(菌類
きんるい

と細菌類
さいきんるい

)が死滅し，分解者の呼吸によって二酸化炭素が増えるという現象
が起こらなかったと考察できる。 
 
 
[問題] 

2つのポリエチレンの袋 P，Qを用意し，袋 Pには約 100g
の畑の土をそのまま入れ，袋 Qには約 100gの畑の土をじゅ
うぶんに焼いてから入れた。それぞれの袋に 100cm3のブド

ウ糖水溶液を入れ，ガラス管を差しこんだ後，袋の口をしぼ

り，ゴム管をピンチコックではさんで，図のような実験装置

を 2 つつくった。25℃で 2 日間放置した後，袋の中の気体
を石灰水に通し，石灰水の変化を観察したところ，一方は白

くにごったが，もう一方は変化しなかった。このことから，土の中の微生物が呼吸を行

っていたことがわかった。 
下線において，石灰水が白くにごったのはどちらの袋か。P，Qの記号で答えなさい。 
(山口県) 
[解答欄] 

 

[解答]P 
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[問題] 
 右図のようにして，ビーカーA に
入れた畑の土とビーカーB に入れた
うすいデンプンのりを，ポリエチレ

ンのふくろに合わせて入れ，空気で

ふくらませて密閉し暖かいところに

置いた。1日後，ふくろの中の気体を
石灰水の中に押し出したところ，石灰水は白くにごった。この実験で，石灰水が白くに

ごったことが，土の中の微生物のはたらきによるものであることを確かめるためには，

対照実験(ここでは，微生物がいない場合の実験)を行い，その結果と比較する必要があ
る。対照実験を行うためには，別のポリエチレンのふくろを用意したうえで，図の実験

の一部をどのように変えればよいか。簡単に書きなさい。 
(静岡県) 
[解答欄] 

 

[解答]焼いた土をポリエチレンの袋に入れる。(ポリエチレンの袋に土を入れない) 
 
[問題] 
 右図のように，泥に蒸留水

を加えたものをガーゼでこし，

しばらく放置してから上ずみ

液をフラスコ Aに入れた。ま
た，フラスコ Bには蒸留水を
入れた。次に，Aと Bに薄く
切ったもちを入れ，ゴムせん

をし，暗い場所に 1 週間置い
た。その後，A，Bの液に石灰
水を加えた。表は，実験の結果をまとめたものである。 
 
(1) 実験の結果から，フラスコ Aの中にできた物質は何と考えられるか。次の中から 1
つ選びなさい。 
[アンモニア 二酸化炭素 水素 窒素] 

(2) 実験の結果が，泥の中にいる菌類や細菌類のはたらきによることを確かめるために，
別のフラスコを準備してフラスコ Aと比較する実験をしたい。泥にどのような処理
をしてから，実験をすればよいか。書きなさい。 

フラスコ    A   B 
石灰水を加えた結果 白くにごった 変化なし 
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(滋賀県) 
[解答欄] 

(1) (2) 

[解答] (1) 二酸化炭素 (2) 泥を加熱して菌類や細菌類を殺す。 
[解説] 
石灰水は二酸化炭素があると白くにごる。Aに石灰水を加えると石灰水が白くにごった
ことから，Aでは泥の中の分解者が呼吸によってデンプンを分解して，二酸化炭素を排
出したと分かる。 
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【】分解者の実験②：林の土と校庭の土 
[問題] 
 学校裏の林の土を持ち帰り観察したら，落ち葉や生物が見られた。校庭の土について

も同様に調べ，次の表の結果を得た。持ち帰った土を用いて，操作 1～操作 4を行った。 
 
 
 
 
 
 

[操作 1] 林の土を右図のように布でこし，デンプン液
を加えて a液とした。 

[操作 2] 校庭の土を操作 1と同様にして，b液とした。 
[操作 3] 水にデンプン液を加えて c液とした。 
[操作 4] a液～c液を 3日間 25℃に保った後，それぞ

れにヨウ素液を入れて反応を調べた。ただし，

各液は同じ量ずつ用意し，加えるデンプン液

は適切な濃度のものを同じ量加えた。 
 
(1) 操作 4の a液，c液の結果の組み合わせとして最も適当
なものを，右のア～エから一つ選んで記号で答えなさい。

ただし，○は青紫色に変化したことを，×は青紫色に変化
しなかったことを表している。 

(2) 操作 4で b液は青紫色に変化した。表 1を参考にして，その理由を簡単に答えなさ
い。 

(島根県) 
[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) ウ (2) 校庭の土の中には，分解者がほとんどいないためデンプンが分解され
なかったから。 
[解説] 

雑
ぞう

木林
きばやし

の土はかれ葉や動物の排出物・死がいなどの有機物を多く含むため，菌類や細菌

類などの分解者が多い。林の土に水を加えたものを布でこしデンプン液を加えた a液で
は，分解者がデンプンを分解してしまうため，ヨウ素液を加えても色の変化はない。こ

れに対し，校庭の土はかれ葉や動物の排出物・死がいなどの有機物をほとんど含んでい

(表 1)  林  校庭 
土のようす しめっていて黒い 乾いていて白い 
ダンゴムシ 観察できた 少ないが観察できた 
落ち葉 観察できた 観察できなかった 
カビ 観察できた 観察できなかった 
幼い樹木 観察できた 観察できなかった 

 ア イ ウ エ 
a液 ○ ○ × × 
c液 ○ × ○ × 
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ないため，分解者はほとんどいない。校庭の土に水を加えたものを布でこしデンプン液

を加えた b 液は，分解者がほとんどいないためデンプンが分解されない。したがって，
ヨウ素液を加えると青紫色に変化する。また，水にデンプン液を加えた c液では，デン
プンがそのまま残っているため，ヨウ素液を加えると青紫色に変化する。 
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【】分解者の実験③：ペトリ皿 
[問題] 
 デンプンを入れた寒天を，右図のようにペトリ皿 A，B
に入れ Aにはヨシの茂みにある泥を少量のせた。5日後，
Aと Bにヨウ素液をかけたところ，Aの泥の周囲だけは青
紫色に変化しなかった。泥の周囲だけが青紫色に変化しな

かったのはなぜか。理由を書きなさい。 
(滋賀県) 
[解答欄] 

 

[解答]分解者によってデンプン分解されてしまったから。 
[解説] 
ヨウ素液はデンプンの有無を調べるた

めの試薬である。デンプンがあるとヨウ

素液は青紫色に変化する。泥
どろ

には菌類
きんるい

・

細菌類
さいきんるい

などの分解者
ぶんかいしゃ

がおり，これらの

微生物
び せ い ぶ つ

がデンプンを分解してしまった

ため，泥のまわりの部分ではヨウ素液を

加えても色の変化はない。 
 
 
 
[問題] 
 右図のように，デンプンを入れた寒天培地(寒天溶液を固めたも
の)の入ったぺトリ皿 A，Bを用意し，Aには腐った葉の混じった
土を少量入れ，B には腐った葉の混じった土を火で十分に焼いた
ものを少量入れた。3日後，ペトリ皿 A，Bの寒天培地にヨウ素液
を加え，土のまわりの変化のようすを観察した。このときの A と
Bの変化のようすを，40字以内で述べよ。ただし，「Aでは…」
という書き出しで書き，「青紫色」という語を用いること。 
(愛知県) 
[解答欄] 

 

[解答]Aでは土のまわりが青紫色にはならないが，Bでは土のまわりが青紫色になる。 
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【】物質の循環：二酸化炭素の流れ 
[問題] 
 水そうに池の水を入れた。水の中には，緑色の小

さな植物とミジンコがいる。右図は，この水そうに

おける，生物を通した物質の循環の一部を模式的に

示したものである。次の文の①～③に当てはまるも

のを(  )からそれぞれ選びなさい。 
図中の生物 Xと Yを比較すると，生物 Yの方に
だけ，①(呼吸／光合成)による気体の流れを示す
②(bと e／cと f)の矢印があることから，生物 Yは③(緑色の小さな植物／ミジンコ)であ
ることがわかる。 
(北海道) 
[解答欄] 

① ② ③ 

[解答]① 光合成 ② bと e ③ 緑色の小さな植物 
[解説] 

呼吸
こきゅう

は酸素を取り入れて二酸化炭素を排出するはたらきである。光合成
こうごうせい

は，逆に，二酸

化炭素を取り入れて酸素を排出するはたらきである。 
生物 X は酸素を取り入れ(a)二酸化炭素を排出する(d)呼吸のはたらきのみを行っている。
生物 Yは呼吸のはたらき(cと f)だけではなく，二酸化炭素を取り入れて(e)酸素を排出す
る(b)光合成のはたらきも行っている。光合成を行うのは緑色植物のみであるので，Yは
緑色の小さな植物であると判断できる。 
 
[問題] 
 右図は生物どうしのつながりと物質の流れを模

式的に表したものである。図中の矢印 X と Y が表
している二酸化炭素の流れは，それぞれ生物のどの

ようなはたらきによるものか。次の[  ]の中から
それぞれ選びなさい。 
 [蒸散 光合成 呼吸] 
(島根県) 
[解答欄] 

X： Y： 

[解答]X：呼吸 Y：光合成 
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[問題] 
水で湿らせたろ紙を入れたペトリ皿に，ダンゴムシを 20匹と落ち葉を 10枚ほど入れ
た。ペトリ皿をガーゼでおおい毎日観察したところ，落ち葉はダンゴムシに食べられて，

しだいに小さくなった。ペトリ皿の中には黒っぼく丸いダンゴムシのふんが見られた。 
図は自然界における炭素の循環を模式的に表した

ものであり，矢印は炭素を含む物質の流れを表して

いる。図の中のⅩ，Y には，植物または動物のいず
れかが入る。次の各問いに答えなさい。 
(1) 図の中の大気中の気体 Aは，石灰水を白くにご
らせる気体と同じである。気体 Aは何か。名まえを書きなさい。 

(2) 落ち葉がダンゴムシに食べられたことは，図の中のどの矢印にあてはまるか。ア～
キの中から 1つ選びなさい。 

(3) ダンゴムシのふんに含まれている炭素が植物にとり入れられるまでの流れは，図の
中ではどの矢印にあてはまるか。ア～キの中から 3つ選び，流れの順に左から並べ
て書きなさい。 

(福島県) 
[解答欄] 

(1) (2) (3) 

[解答](1) 二酸化炭素 (2) オ (3) キ→エ→ウ 
 
 
[問題] 
 次の図は，炭素の流れを表したものです。この図が炭素の循環を表す図になるように，

無機物としての炭素の流れを表す矢印(→)を，3本かき加えなさい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(埼玉県) 
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[解答欄] 

 

[解答]  

[解説] 
「無機物としての炭素の流れ」とは二酸化炭素の流れのことである。緑色植物・動物・

分解者はそれぞれ呼吸によって二酸化炭素を排出する。また，緑色植物は光合成によっ

て二酸化炭素を取り入れる。 
 
 
[問題] 
 右図で a～dは，二酸化炭素の移動である。a～dの
量の関係がどのようになったとき，大気中の二酸化炭

素濃度に変化がないといえるか。下の(  )に当ては
まるものを[  ]よりそれぞれ 1 つ選び，式を完成さ
せない。 

a＋b(  )d(  )c 
[＋ － ＞ ＜ ＝] 

 (群馬県) 
[解答欄] 

 

[解答] a＋b(＋)d(＝)c 
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[解説] 
生産者である緑色植物は大気中の二酸化炭素を取り入れて(図の c)光合成を行う。すべて
の生物は呼吸を行ってエネルギーを取り出し，二酸化炭素を大気中に排出している。呼

吸に伴う二酸化炭素の移動は，生産者は b，消費者は d，分解者は aである。大気中の
二酸化炭素の量はほぼ一定であるので，呼吸によって排出される二酸化炭素の合計(a＋
b＋d)と，光合成によって消費される二酸化炭素の量(c)はほぼ等しい。よって，a＋b＋d
＝cの関係が成り立つ。 
※この問題では化石燃料の燃焼による二酸化炭素の増加は除外して考えている。 
 
 
[問題] 
 水そう内の物質の循環について図と文にまと

めた。ただし，Xは気体で，Yはある原子をあら
わし，図のア～クの矢印は Yを含む化合物の流れ
をあらわしている。 
生物は，( Y )や酸素などからつくられてい
る有機物を呼吸によって分解し，( X )を出し
ている。ミカヅキモなどの緑色の植物は(Y)を(X)
の形でとりこみ a有機物を合成する。ミジンコは，緑色の植物が合成した有機物を，食
べることによりとり入れる。(Y)はさまざまな物質に姿を変えて図のように循環している。 
 
(1) 図のア～クの矢印のうち，無機物の流れをあらわした矢印をすべて選び，記号を書
きなさい。 

(2) 下線部 aは，細胞内の緑色の粒で行われる。この緑色の粒の名称を漢字で書きなさ
い。 

(3) Xの気体名を漢字で書きなさい。また，Yの原子の種類を漢字 2字で書きなさい。 
(長野県) 
[解答欄] 

(1) (2) (3)X： Y： 

[解答](1) ア，イ，ウ，エ (2) 葉緑体 (3)X：二酸化炭素／Y：炭素 
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【】物質の循環：有機物の流れ 
[問題] 
 右図は，自然界における炭素の循環の一部を示したも

のである。図中の矢印ア～クから有機物の流れを示して

いるものをすべて選びなさい。 
(群馬県) 
[解答欄] 

 

[解答]エ，オ，カ，キ 
[解説] 
生産者である緑色植物は光合成を行い，大気中から取り入れた二酸化炭素(図のイ)の中
の炭素などによってデンプン等の有機物を合成する。消費者である草食動物は生産者で

ある緑色植物をたべることで有機物を取り入れ(図のエ)，消費者である肉食動物は草食
動物を食べて有機物を取り入れる。生産者である緑色植物の死がい(かれ葉など)や消費
者である動物の排出物や死がいは有機物である(図のオとカ)。これらの死がいや排出物
を分解者が取り入れて，呼吸によってよって完全に分解してしまう。すなわち，死がい

や排出物などの有機物を構成している炭素は，無機物である二酸化炭素にかえられて大

気中に排出される。 
 
[問題] 
太郎さんは，自然界における生物どうしのつながりについて調

べた。図は，生物どうしのつながりを模式的に表したものである。

図の A～D は，それぞれ菌類・細菌類，植物，草食動物，肉食動
物のいずれかであり，→は，有機物の流れを表している。菌類・
細菌類，植物，草食動物，肉食動物は図の A～D のどれに当たる
か。それぞれ一つずつ選び，その記号を書け。 
(愛媛県) 
[解答欄] 

菌類・細菌類： 植物： 草食動物： 肉食動物： 

[解答]菌類・細菌類：B／植物：D／草食動物：C／肉食動物：A 
[解説] 
有機物を作るのは生産者である緑色植物のみであるので，有機物の流れ(→)の始点であ
る Dは緑色植物である。また，有機物を完全に分解して無機物に戻すのは分解者である
ので，有機物の流れ(→)の終点である Bは分解者である菌類・細菌類である。緑色植物
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D を食べて有機物を取り入れる C は草食動物，草食動物 C を食べて有機物を取り入れ
る Aは肉食動物である。 
 
 
[問題] 
 図 1は，ある地域に
すむ生物どうしのつ

ながりと物質の流れ

を模式的に示してい

る。ただし，図中の生

物 A～Dは生産者，消費者，分解者のいずれかを示している。 
 
(1) 図 1 の a，b の「 」は，その前後で「食べられるもの 食べるもの」の関係
を示している。このような生物どうしの関係のつながりを何というか。漢字で答え

なさい。 
(2) 図 1 の生物 A と Dは生産者，消費者，分解者のどれを示しているか。それぞれ答
えなさい。 

(3) 図 1で生物の呼吸や光合成によって吸収，放出している気体 Xと Yの名称は何か。
それぞれ，次から選びなさい。[水素 酸素 二酸化炭素] 

(4) 図 1で気体の流れのうち，植物の光合成による気体の放出，吸収を表しているのは
どれか。図 1の①～⑤から 1つ選び番号で答えなさい。 

(5) 図 2は図 1の生物 A，B，Cの数量関係を示したものである。
ただし，下層の生物ほど数量が多いことを示しており，現在

つり合いがとれて安定した状態である。図 2 の I とⅢは，そ
れぞれ図 1の生物 A～Cのどれに当たるか。 

(沖縄県) 
[解答欄] 

(1) (2)A： D： (3)X： 

Y： (4) (5)Ⅰ： Ⅲ： 

[解答](1) 食物連鎖 (2)A：生産者 D：分解者 (3)X：酸素 Y：二酸化炭素 (4) ① 
(5)Ⅰ：C Ⅲ：A 
[解説] 
生物Aは，気体の流れが①・②の2通りで有機物の流れの出発点になっていることから，
生産者(緑色植物)であると判断できる。生物 Bは緑色植物 Aから有機物を取り入れてい
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る(Aを食べている)ので消費者である草食動物とわかる。また，生物 Bから有機物を取
り入れている(B を食べている)生物 C は消費者である肉食動物であるとわかる。食べ

る・食べられるという生物どうしの関係を食物
しょくもつ

連鎖
れ ん さ

という。食べられる生物の数量は食

べる生物の数量より多いので，生物 A・B・Cの数量関係は，(生物 A)＞(生物 B)＞(生物
C)となる。したがって，図 2で，数量の一番多いⅢは生物 Aで，数量の一番少ないⅠは
生物 C であるとわかる。生物 A・B・C の死がいやふん(有機物)を取り入れている生物
Dは分解者である。 
生物 B・C・D は呼吸のはたらきで取り入れた有機物を酸素を使って分解してエネルギ
ーを取り出しているが，このとき生じた二酸化炭素を大気中に排出している。したがっ

て，③・④・⑤の気体の流れで，取り入れている気体 Xは酸素で，排出している気体 Y
は二酸化炭素とわかる。生産者 A の呼吸の流れは②である。①の流れは二酸化炭素(気
体 Y)を取り入れ，酸素(気体 X)を排出していることを表していので，光合成による気体
の流れであると判断できる。 
 
 
[問題] 
 右図は，自然界における炭素の循環

を模式的に表したものである。図中の

矢印 は有機物の流れを，また，矢印

は無機物の流れを表している。この

図をもとにして，次の問いに答えなさい。 
(1) Pで示される流れは，緑色植物の何というはたらきによるものか。その用語を書き
なさい。 

(2) 自然界で緑色植物を生産者というのに対し，土の中の微生物を何というか。その用
語を書きなさい。 

(新潟県) 
[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) 光合成 (2) 分解者 
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[問題] 
 右図はペットボトルにメダカ，水草，水田の土，水を入れ，

緑色の BTB 溶液を少量加えてキャップをした実験装置である。
これを直射日光の当たらない明るい窓際におき，密閉した状態

で観察を続けたところ，2 か月後もメダカは生きていた。これ
らをもとに，以下の各問いに答えなさい。 
 
(1) 図のペットボトルに入れる土は，グラウンドの表面の乾い
た土では都合がよくない。それはなぜか。 

(2) ある天気の良い日の昼，図の実験装置を見ると BTB溶液加
えた水は緑色であった。これを暗室に一晩おき，次の日に見ると水は何色であるか，

書きなさい。また，その色を示す水の性質を書きなさい。 
(3) 図の実験装置で，2 か月後には水草が成長しているのがわかった。水草の質量の変
化と，水草を除いた装置全体の質量の変化との関係を書きなさい。 

(石川県) 
[解答欄] 

(1) 

(2)  

(3) 

[解答](1) グランドの乾いた土には，分解者がほとんど含まれていないから。(2) 黄色／
酸性 (3) 成長して増えた水草の質量の分だけ，水草をのぞいた装置全体の質量が減少
した。 
[解説] 
(1) グランドの乾いた土を使った場合には，分解者がほとんど含まれていないので，メ
ダカの出す排出物・水草のかれ葉などの有機物がペットボトル内にたまってしまう。そ

の結果，炭素や窒素
ち っ そ

などが循環できず，水草の光合成やタンパク質の合成の原料(二酸化
炭素や無機の窒素化合物など)が不足してしまう。水田の土を使えば，分解者が含まれて
いるので，炭素・酸素・水素・窒素などが，無機物→(光合成)→有機物→(水草・メダカ・
分解者の呼吸)→無機物･･･と循環していく。 
(3) ペットボトルの閉じた空間の中においては，炭素・酸素・水素・窒素など各元素の
量は変化しないので，全体としては質量に変化はない。したがって，成長して増えた水

草の質量の分だけ，水草をのぞいた装置全体の質量が減少することになる。 
(2) ペットボトルを暗室におくと，水草は光合成を行うことはできず，二酸化炭素を吸
収しない。これに対し，水草やメダカや分解者の呼吸はつねに行われているのでペット
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ボトル内の二酸化炭素は増加する。二酸化炭素は水に溶けると炭酸(酸性)になる。よっ
て，BTB溶液は中性(緑色)→酸性(黄色)に変化する。 
 
 
[問題] 
 図 1は，自然界における，食物連鎖と気体や有機
物の移動を示したものである。A～D は，生産者，
消費者(草食)，消費者(肉食)，分解者のいずれかの生
物のグループを示し， は気体 Xの，
は気体 Yの移動を， は有機物の移動を，それぞ
れ示している。なお，X，Y は，有機物の合成また
は分解に関係する気体である。次の問いに答えなさ

い。 
(1) 図 1の X，Yに当てはまる気体は何か。次からそれぞれ選びなさい。 

[酸素 二酸化炭素 窒素] 
(2) 図 1の中で，分解者にあたる生物のグループはどれか。A～Dの中から，最も適当
なものを一つ選び，その記号を書きなさい。 

(3) 食物連鎖において，つり合いのとれた環境では，A～C の個体数はどのような関係
になると考えられるか。次のア～エの中から最も適当なものを一つ選び，その記号

を書きなさい。 
ア A＝B＝C  イ A＞B＞C  ウ C＞B＞A  エ B＞A＞C 

(4) 図 2は，ある生物の頭骨を示している。この生物は図 1の A
～D のどのグループの生物か。最も適当なものを一つ選び，
その記号を書きなさい。また，選んだ理由をこの生物の歯の

特徴から簡単に書きなさい。 
(山梨県) 
[解答欄] 

(1)X： Y： (2) (3) 

(4)  

[解答](1)X：酸素 Y：二酸化炭素 (2) D (3) ウ (4) A／鋭い犬歯をもっているから。 
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【】人間の活動と自然環境 
[問題] 
 今日，わたしたちの生活が快適で便利になったことに伴い，大量の二酸化炭素の排出

で，炭素の循環のつり合いがくずれているといわれている。大量の二酸化炭素を排出し

ている原因を，｢燃焼｣という語を用いて，簡潔に書きなさい。 
(群馬県) 
[解答欄] 

 

[解答]大量の化石燃料を燃焼させているため。 
[解説] 

大気中の二酸化炭素は毎年 0.5％ずつ増加している。これは，化石
か せ き

燃料
ねんりょう

の大量消費や森

林面積の減少などが原因である。石油や石炭などの化石燃料は動植物のからだが化石化

してできたものなので，炭素原子を主成分としており，燃やすと二酸化炭素が発生する。

また，近年，木材を得たり耕地面積を増やす目的で熱帯
ねったい

雨林
う り ん

の大規模な伐採
ばっさい

が行われ，

森林面積が減少しつつあるが，これは光合成による二酸化炭素の吸収量を減少させる結

果をもたらしている。 
二酸化炭素は，地表から反射される赤外線を吸収して熱に変え，地球の気温を上昇させ

るはたらきをしている。このようなはたらきを温室
おんしつ

効果
こ う か

という。このまま，二酸化炭素

の増加が続けば，21世紀末には地球の平均気温は約 3℃上昇し，海水の熱膨張
ねつぼうちょう

や極の氷

がとけることで，海面が現在より 65cm上昇すると予測されている。 
 
[問題] 
 化石燃料の燃焼によって二酸化炭素が発生する。化石燃料とは，昔生きていた生物に

ふくまれていた有機物が地層の中で長い間に変化してできたものである。このことに関

する次の文の①，②にはあてはまる最も適当なことばを，③には最も適当な二酸化炭素

の性質を書け。 
動物や植物の行う呼吸と化石燃料の燃焼は，どちらも，その過程のなかで，酸素を使

って有機物から( ① )をとり出し，二酸化炭素と水を生じる。大量の化石燃料の消費
により大量の二酸化炭素が発生すると，炭素の循環の( ② )がくずれて大気中の二酸
化炭素が増加する。二酸化炭素は( ③ )性質があるので，二酸化炭素が増加すると，
地球規模の気温の上昇をまねくと考えられている。 
(鹿児島県) 
[解答欄] 

① ② ③ 
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[解答]① エネルギー ② つりあい ③ 熱を吸収する 
 
[問題] 
 下図で，二酸化炭素の濃度は 1年の間で周期的に増減しています。これは生物のある
はたらきによるものです。生物のこのはたらきを表すことばを用いて，二酸化炭素の濃

度が春から夏にかけて減少している理由を述べなさい。 
 
 
 
 
 
 
(岩手県) 
[解答欄] 
 
 

[解答]春から夏にかけて太陽の光が強くなり，それにともなって緑色植物の光合成がさ
かんになって二酸化炭素を多く吸収するから。 
 
[問題] 
 オゾン層について述べた次の文章を読んで，下の(1)，(2)に答えなさい。 
地球の上空には，オゾン層がある。ここでは，オゾンの生成と分解のつり合いが保た

れてきた。ところが，南極大陸などの上空では，オゾンが極端に減少している部分もあ

ることがわかってきた。その原因の 1つとして，精密機械の洗浄や電気冷蔵庫を冷やす
ことに使われてきた化学物質が，大気中に放出されてオゾン層を破壊していることがあ

げられている。現在では，この化学物質の使用の制限や分解方法の研究などが行われて

いる。 
 
(1) 下線部の化学物質は何か。書きなさい。 
(2) オゾン層は地球上で生物が生きていくために重要な役割を果たしている。その役割
を書きなさい。 

(山口県) 
[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) フロン (2) 生物にとって有害な紫外線を吸収する役割。 
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[解説] 

酸素 O2に紫外線
し が い せ ん

が当たるとオゾン O3ができる。酸素に紫外線が当たってできたオゾン

は，紫外線を吸収するという性質をもっている。オゾン層は地上から約 50km上空にあ
り，地球上にふりそそぐ有害な紫外線のほとんどカットしている。 
冷蔵庫やクーラーの冷却剤として使われてきたフロンガスは，オゾンと反応してオゾン

を分解する性質をもっている。近年，フロンガスの増加によってオゾン層が減少すると

いう問題がおこった。オゾン層が破壊されると，地上にふりそそぐ紫外線が強くなり，

皮膚
ひ ふ

ガンが増えたり，生物の遺伝子に悪影響がでるおそれがある。そこで，現在では，

フロンガスの使用が禁止されるようになった。 
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